
戦前までの古い史料を探しています！戦前までの古い史料を探しています！

おたずね／文化財課　TEL ２１－６８９３　FAX ２１－６６１７

▲タンスの引出し ▲段ボール箱 ▲襖の下張り

　市内の各家庭や神社、お寺などで保管されている戦前までの古い史料を探しています。
　江戸時代以前のものだけでなく、明治・大正・昭和（戦前まで）に書かれた書類なども、地域
の歴史を示す「貴重な史料」です。
　ご自宅などに古い史料がありましたら、文化財課まで情報をお寄せください。電話や訪問に
よって史料の保管状況を確認させていただき、より良い保管方法や注意事項をお伝えします。

戦前までの絵図や
教科書なども
探しているよ！
捨てないで！

～皆さまのご自宅でも、このように史料が保管されているかもしれません～

おたずね／商工振興課　TEL ２１－６５４１

　皆さん、こんにちは。今回は事業承継において、まず最
初に社長さん方が持つべき「廃業視点」についてお話を
したいと思います。「廃業視点」というのは文字どおり、
「『廃業』を視野に入れる」という考え方のことです。「廃
業」と言うと多くの社長さんが「倒産」とカン違いされて
いるのですが、「倒産」とは追い込まれて強制的に会社を
つぶされること。飛行機で例えるなら、無理に飛び続け
ようとして墜落してしまうことなんです。一方、「廃業」
とは自主的に会社をたたむ戦略的な撤退で、先ほどの飛
行機で例えるなら、未来を見据えてあえて無事に着地す
ることです。
（もちろん事業承継やM&Aも着地のひとつです。）

　着地戦略を考えるうえで、こ
の「廃業視点」を軸におくと、事
業承継やM&Aをめざす時にも、
「廃業」という選択肢も含めて、

執筆：Team経営参謀　代表　村上弘基
(独)中小企業整備機構　中国本部　中小企業アドバイザー
顧客リピート総合研究所㈱　パートナーコンサルタント

社長さん！将来必ず決断を迫られる会社の
着地戦略を考えていますか？

承継でも廃業でも必要な
「廃業視点」のススメ

過去の記事を見たい方はコチラ▶

シミュレーションを行うことができるんです。
また、「廃業視点」を持って、事業承継やM&Aに取り組

むメリットとしては、①中小企業の着地が進まない三大
要因である、社長さんの「もったいぶり」「高望み」「先送
り」を排除することができる。②自分の会社を後継者や
第三者に委ねる覚悟ができる。③会社の強制退場（相続
や倒産）を避け、家族に迷惑をかけることなく、自分自身
で着地問題に決着をつけることができる、といったこと
が挙げられます。
私の経験上、自分一人で「廃業視点」を持つことは結構

たいへんなことで、できれば早めに事業承継を担う地元
の支援機関さんにご相談されることをおすすめいたし
ます。
それでは皆さん、また次回をお楽しみに・・・

次回は　2月号掲載予定

事業承継を考えるコラム
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　昨年で、終戦から80年となりました。当日
は、戦時中に出雲であった空襲のお話など
当時の様子を聞きながら、戦争遺構を見学
します。小学5年生以上の子どもの参加も
可能です。

平和への旅 ～出雲の歴史に学ぶバスツアー～
【日　時】8月19日（水） 9：30～12：30
【会　場】出雲弥生の森博物館たいけん学習室
　　　　※ギャラリー展「いつまでも戦後でありたい」
　　　　　をご覧いただけます。（入館・観覧無料）

【講　師】PIECE of PEACE　島根教師の会
　　　　須田 英典 さん

【定　員】25人 ※講義のみ50人　【応募締切】8月6日（木）
【受講料】600円（バス代  ※講義のみは無料）

しまね電子申請

出雲市生涯学習情報
ひろがる、つながる、出雲の学び！あなたの生涯学習を応援します！

事前に申込みが必要です。受講希望の方はしまね電子申請サービス、電話、FAX、メールのいず
れかでお申し込みください。FAXまたはメールの場合は、件名を「生涯学習講座申込」として 
①講座名 ②氏名（ふりがな） ③住所 ④連絡先 を明記のうえ、お申し込みください。
※受講は抽選で決定します。定員に満たない場合は締切後も先着順で受け付けます。
※通訳、要約筆記や介助その他、何らかの配慮が必要な方は、お申込み時にご相談ください。

市民活動支援課 〒６９３-８５３０ 出雲市今市町70番地　
TEL ２１-６５２８　FAX ２１-６２９９　メール：gakushu@city.izumo.shimane.jp

申込み・おたずね

　ゲートキーパーとは、悩みを抱えている人
に気づいたときに話に耳を傾け、必要な支援
につないでいくことができる人のことです。
　この講座では、身近で悩んでいる人がいる
ことに気づいたときに、どのようにかかわっ
たらよいのか、どのような機関につないだら
よいのかを詳しく学びます。

～身近な人の心に寄り添う～ こころの変化に気づく ゲートキーパー養成講座
【日　時】8月23日（日） 13：30～15：30
【会　場】市役所本庁くにびき大ホール
【講　師】島根県臨床心理士・公認心理師協会
　　　　森 敬子 さん

【定　員】30人　
【応募締切】8月10日（月）

しまね電子申請

　出雲には、スサノオノミコトにまつわる
神話や歴史、神社が数多くあります。この
講座では、出雲地域の神話をひもとき、
神話の舞台となった各地のお話を伺いま
す。古代から続く市内各所の魅力に触れて
みませんか。

出雲國講座 ～出雲地域のスサノオ神話～
【日　時】9月12日（土） 13：30～16：00
【会　場】島根県立古代出雲歴史博物館 講義室
【講　師】島根県立古代出雲歴史博物館
　　　　学芸企画課長　松尾 充晶 さん

【定　員】60人　【応募締切】9月1日（火）

しまね電子申請

島根県立中央病院出前講座  はじめませんか「人生会議」

【日　時】９月15日（火）10：00～11：30
【会　場】市役所本庁くにびき大ホール
【定　員】50人　
【応募締切】9月1日（火）

しまね電子申請

※人生会議とは
将来望む医療やケアについて、大切なひとや医療・介護従事
者と事前に話し合い共有する取組

  9：30 出雲市での戦争について【講義】
10：40 バスツアー 斐川地域の戦争遺構めぐり
12：30 講座終了

受講料
無料

受講料
無料

受講料
無料

　人生の最終段階をどのように過ごし、どのよ
うな医療・ケアを受けたいですか。ゲームを通
して大事にしたいことや、望む生き方について
考えたり、大切な人に話してみませんか。

講師
島根県立中央病院
老人看護専門看護師
立原 怜 さん（左）

岡　 愛 さん（右）

共催／島根県立古代出雲歴史博物館
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